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研究成果の概要（和文）： 

本申請研究は、Rb-Sr年代測定法を用いて花崗岩等の結晶質岩盤中の透水性割れ目の

形成年代と寿命を明らかにすることである。とくに、結晶質岩盤中の割れ目形成・寿命

に年代軸を入れるための手法として、方解石などの割れ目充填鉱物中のルビジウム-スト

ロンチウム同位体を用いた年代測定法を用いた研究を行った。その結果として； 
１） 岩盤中の割れ目（帯）構造・形態には、いくつかのグループが存在すること 
２） 割れ目（帯）内部には、構造運動によって形成された空隙中に、流体との反応

によって二次的に生じた充填鉱物の形成が認められること、が明らかになった。 
これらの二次的に形成された充填鉱物のうち、炭酸塩鉱物の成分を詳しく解析すること

によって、割れ目形成の年代や流体との反応時期、活動期間、そして最終的には割れ目

の寿命の推定を行い、充填鉱物の形成プロセスを理解することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, formation process and the age of formation of fracture in granitic rocks has been 
focused. The result shows that different plutons have identical episodes of fracturing and fracture 
filling, consisting of: brittle tensile fracturing, due to decreasing temperature through the 
ductile-brittle transition after plutonic intrusion (Stage I); relatively rapid uplifting accompanied by 
hydrothermal water circulation which produced un-crushed layered mineral fillings (Stage II); and 
a period of low-temperature meteoric water circulation following exposure after uplift (Stage III). 
The parageneses of carbonate mineral fracture fillings and their carbon isotopic compositions (14C, 
δ13C) show that there were distinct episodes of carbonate mineral precipitation during the rapid 
uplifting of a pluton. The carbonate minerals that formed during each episode incorporated carbon 
from a distinct source. The evolution of fillings identified here enable development of a specific 
model of fracturing and persistence of fluid conducting systems in the plutons of the orogenic field. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国の基盤を構成する花崗岩は、プレー

ト収束帯にあり強い歪みによって生じる

透水性の割れ目（帯）との遭遇を避けるこ

とは不可能である。しかしながら、それら

透水性割れ目（帯）の成因や形成年代は，

これまで地球科学的に詳細に調査されて

こなかった。とくに形成年代と寿命に関す

る知見は、今後の地下空間利用（放射性廃

棄物の地層処分など）において、最も優先

して調査されるべき重要項目の１つであ

る。 

これまでの我々の研究成果から、わが国の

花崗岩類では、1) 割れ目密度が安定陸塊よ

りも一桁高いこと，そして，2) 熱水や天水

起源の地下水の循環経路となり、多様な岩

石（鉱物）—地下水反応を起こしていること，

そして 3)岩石との反応で割れ目がシーリ

ングされていること が明らかとなってき

た。しかし、いつ割れ目が形成され、いつ

シーリングされたのか，という時間軸の絶

対値に関する情報がなく、定量的評価に結

びついていないのが実情である。 

 

２．研究の目的 

本申請研究では、Rb-Sr年代測定法を用い

て花崗岩等の結晶質岩盤中の透水性割れ目

の形成年代と寿命を明らかにすることを目

的に調査研究を実施する。 

 
３．研究の方法 
研究の方法は、地下岩石中の割れ目充填鉱

物を採取し、その微小組織および化学成分、

同位体分析を行うものである。 

 

４．研究成果 

本研究では、上記の背景のもと割れ目形

成・寿命に年代軸を入れる試みを行う。そ

のための手法として方解石などの割れ目充

填鉱物中のルビジウム-ストロンチウム同

位体を用いた年代測定法を用いる。この方

法は、これまでの実績から少量試料での測

定が実施でき、かつ非常に感度がよい年代

測定・解析が可能である。研究期間内にお

いては、これまでの透水性割れ目の知見を

基に化学的手法による時間軸を加え、透水

性割れ目の形成年代・寿命を明らかにする。 
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